
                       
プレスリリース（仮訳） 

 
監 査 監 督 機 関 国 際 フ ォ ー ラ ム 
ケープタウン会合 2008年9月22-24日  

 
 

2008年9月22日から24日に、21カ国の独立監査監督機関が、監査監督機関国

際フォーラム（IFIAR）の第4回会合に参加した。IFIARメンバーの詳細は、

IFIARのウェブサイトwww.ifiar.org/を参照されたい。本会合は、南アフリカ共

和国の監査人独立監督委員会（ IRBA）の主催により行われた。  
 
本会合では、IFIAR議長ポール・ボイル英財務報告評議会（FRC）CEO及び

IFIAR副議長スティーブン・マイヨール蘭金融市場庁（AFM）事務局長が議

長を務めた。 
 
欧州委員会（EC）も9月24日にオブザーバーとして参加した。 

 
BDO、デロイト・トウシュ・トーマツ及びKPMGのグローバル組織のCEO

に率いられた各組織の代表者がIFIARに参加し、各組織ごとにグローバル組織

の品質モニタリングの仕組みについて議論を行った。同様の議論は、本年４

月の前回のIFIARオスロ会合において、アーンスト・アンド・ヤング、グラン

ド・ソントン及びプライスウォーターハウスクーパースのグローバル組織の

CEOに率いられた各組織の代表者と行われた。 
 
新規参加国 
 
ハンガリー監査人公的監督委員会（ The Auditors’ Public Oversight 

Committee）、スロバキア監査監督機構（Audit Oversight Authority: UDVA）及

び台湾金融監督委員会（Financial Supervisory Commission: FSC）がIFIARのメ

ンバーとして承認され、メンバー数は27カ国・地域となった。 
 

IFIAR憲章 
 
メンバーは、前回のオスロ会合で起草された憲章を採択した。憲章では、

IFIAR の活動が次のように確認されている。 
 
i. 監査人と監査事務所の検査に焦点を当てた、監査市場の環境に関す

る知識及び独立監査監督活動の実務的な経験の共有 
ii. 監督活動における協力及び整合性の促進 
iii. 監査の品質に関心を有する他組織との対話の場の提供 

 
 憲章は、IFIARの意思決定手続き及びその内部管理上の取極めについて規定

している。憲章の全文は、IFIARのウェブサイト（www.ifiar.org/）にて公表さ

れる予定。 

http://www.ifiar.org/
http://www.ifiar.org/


 
議長、副議長 
 
メンバーは、経過措置として、現在の議長、副議長が 2009 年 4 月に行われ

る IFIAR の次期本会合終了まで任務を継続すべきであると決定した。新たな

議長、副議長は憲章の規定に基づき、同会合にて選出される。 
 
諮問委員会（Advisory Council） 
 

IFIAR は、議長、副議長の任務を補佐し、助言を行うための諮問委員会を

選出した。フランス、ノルウェー、シンガポールが 2011 年前期までの、ドイ

ツ、日本、アメリカが 2013 年前期までの任期で選出された。 
 
監査検査ワークショップ 
 
監査検査は、IFIARが引き続き焦点を当てる中核分野である。IFIARは、メ

ンバーのための第3回ワークショップを2009年2月12日、13日にストックホル

ムで開催する。ワークショップは、検査の技術及び経験を継続的に共有する

機会を提供する。 
 
現在の市場の状況 
 
メンバーは、活動状況についての最近の動向を報告した。メンバーは、公

正価値及び継続企業の前提を裏付ける監査証拠の十分性や、監査人の専門家

への依拠といった、焦点を当てている問題の特定など、現在の市場の状況に

関連する問題に係る作業について、一般的で最新の情報を提供した。 
 
監査の品質 
 
監査の品質の測定手段の開発に向けた努力をメンバーがどう理解している

かについて、情報の交換が行われた。監査の品質の定義及び測定が重要な課

題であることが合意され、メンバーは、これについて引き続き検討する。 

 

外国監査人の登録 
 
メンバーは、多くの国で既に導入されている外国発行体の監査人に登録又

は届出を求める措置について最近の動向を報告した。  
 
監査監督当局間の情報交換 
 

IFIARは、引き続き情報交換についての課題に取り組む。加えて、監査ネッ

トワークの国際性に鑑み、監査事務所の効果的かつ効率的な検査に国際協力

が重要であることから、その作業を情報交換から国際協力に拡大した。クロ

ス・ボーダーの協力に影響を与える進展についても引き続き共有していく。 
 



国際監査基準に関する課題 
 

IFIARは、引き続き国際監査基準について考慮することに合意した。関心を

有するメンバーは、特に検査を実施する監査監督当局としての役割の中で得

られた見識を考慮し、国際監査･保証基準審議会（IAASB）及び国際倫理基準

委員会（IESBA）の声明に関する各自の見解についての情報を共有する。メ

ンバーは、引き続き基準設定機関に対して個々に意見を直接表明することに

合意した。 
 
監査市場における集中と選択 
 
メンバーは、監査市場における集中と選択の問題を検討するために一部の

国でとられた方法や、監査人の責任の限定に関する最新情報の提供を受けた。 
 
国際会計士連盟（IFAC） 
 
 メンバーは、ボブ・メドニック IFAC コンプライアンス・アドバイザリ

ー・パネル議長から、IFAC メンバーシップ・コンプライアンス・プログラム

に関する発表を受けた。 
 
他の国際機関との対話 
 

IFIAR は、オブザーバーから監査人の検査における取組みについての報告

を受けた。今後も IFIAR は、監査の品質に関心を有する他の国際機関との対

話を維持していく。 
 
次回会合 
 

IFIAR は、スイス連邦監査監督機構（FAOA）の招待により、次回会合を

2009 年 4 月 27 日から 29 日にバーゼルで開催する。 
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